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37　有限要素モ デル の デ
ー

タ構造と h 法 に よる順応型要素再分割法に 関する研究

【討論】 中村 秀 治 君 （1 ） オ ブ ジ ェ ク ト指向 を使 う

メ リ ッ トは次 の よ う に 考 え て よい で し ょ うか 。他 に もあ れ

ば 御指摘下 さ い 。

　  有限要素 モ デ ル の 実体 を よ り 自然に 表現 で き る 。

　  解析モ デ ル が ダイ ナ ミ ッ クに 変化する場合の 取 り扱 い

　　が 容易で あ る。

　  再分割 の アル ゴ リズ ム が メ ツ セ ージセ ン デ イ ン グ で う

　　 ま く表 わ せ る。

　  グ ラ フ イ ッ ク イ ン タ フ ェ
ース の 開発が 楽 に な る 。

　 （2 ） CAD データか ら有限要素 データ の 作成 は ， 既 に ト

ラ ン ス レ
ー

トプ ロ グラ ム を介 して行 わ れ て い ます が
， 特に，

3 次元 要素 へ の 拡張等，　ERRAND −FEM を含め て，C’ ＋

に

よる本論文方式の 発展の 見通 し をお 聞 か せ 下 さ い 。

【回答｝　（1）基本的 に ご指摘の 4 つ は い ず れ もオ ブジ ェ

ク ト指向型の データ モ デ ル を採用す る利点で あ る と考え て

い ま す。特 に 著 者 ら は  が 重要で あ る と考 えて い ます。す

な わ ち精度良 い 数値解 を 得 る た め に 必要 な 力学的 に 妥当 な

解析モ デ ル を作成す る た め に は ， 解析モ デル をフ レ キ シ ブ

ル か つ ダ イ ナ ミ ッ ク に変化 さ せ る こ とが まず必要条件で あ

る と い え ます 。
そ の 意味 で  は   の 1つ の 具体例で あ る と

考 え て頂 けれ ばい い か と 思い ます 。

　（2 ） 現在著者 ら は オ ブ ジ ェ ク ト指向型の 有限要素解析

モ デ リ ン グ シ ス テ ム を開発 中 で す e これ は 形状情報 お よび

解析情報をその 中に 含む部品オ ブジ ェ ク トとい う もの を 基

本 と し，ユ
ーザ ーは こ の 部品 オ ブ ジ ェ ク トを ハ ン ドリ ン グ

だ け で ， あ とは シ ス テ ム が 自動的 に 部品単位 で 有限要素解

析 モ デ ル を作成 して くれる ， とい う シ ス テ ム で す。こ の シ

ス テ ム を開発す る 際 に こ の オ ブ ジェ ク ト指向型 の データ 構

造 が 有効 に 取 り入 れ られ て い ます。また 3次 元 要素 へ の 拡

張 とい う点 に つ い て も今後取 り組 ん で い く予 定で す。な お

ERRAND −FEM に つ い て は すで に 3次元 シ ェ ル お よ び ソ

リ ッ ドヴ ァ
ージ ョ ン が 完成済 みで す。

　人 工 知能技術 の 活用 と い う点 に つ い て は ， その 目的の た

め に は まず対象の モ デ ル 表現が 最 も重 要で あ り ますか ら，

今回 提案 した データモ デ ル はそ の た め の 基 礎 に な り得 る と

考 え て い ま す 。

39 防撓材の 局部座屈を伴う防撓板の 圧縮強度 （そ の 2）

【討論〕 竹 内 　 信 君 Fig．6 の 防撓材初期撓 み の 計算

値 は計測値 よ りか な り小 さ くな っ て い ます。とい う こ とは ，

防撓板の 崩壊強度 を与え る計算式 に お い て ， 防擁材 の初期

撓 み の 影響 は過 小 評 価 さ れ て い る と思 え ます が，い か がで

し ょ うか 。

【回答】 防 撓材 の初期撓 み の 座屈モ ード成分の 推算値 が ，

計測 値 よ り小さ くな っ て い る こ と は，本文 で も述 べ て お り

ます とお り，隅肉溶接時 の 角変形 に よ る横撓み Vl を無視し

て ， 最終的 な初期撓み Wo ，　th を計算 した こ と に よ り ます。

御 指摘の と お り，防澆材 の 寸法，材料定数， お よび入熱量

か ら
一
連 の 手順 に よ り，圧縮崩壊 強度を推算す る場合，防

撓材の 初期撓み の 影響 は過小評 価 され る こ と とな ります。

　そ こで ， 隅肉溶接時の 防撓 材の 角変形 の 上 限値 が，パ ネ

ル の 角変形 と同程度で あ る と仮定する と ， 防 擁材の 角変形

に よ る横撓 み Vu は，

　 　 　 　 π ゐ

　　
Vl＝一

ガ
働

で 与 え られ，こ の 値 を用 い て弾性大撓み 解析 を行 い ，最終

的 な初期撓 み w 。，v“ を計算す る と．安全側の評価 となりま

す。

　40　Ulti皿 ate 　Longitudinal　Strength−Based　Safety　and

Reliability　Assessment　of　Ship’

s　Hull　Girder（2nd　Report）

【Discussion】 Jae　Wook 　Lee　 I　would 　like　to　congrat −

ulate 　the　 author 　for　his　contribution 　to　the　analytical

assessment 　of 　damaged 　shlp
’
s　hull　girder　under 　bending

moment ．　First
，
　Considering　the　actual 　behaviour　of　the

panel ，　of　which 　local　and 　global　buck1三ng　are 　affected

by　each 　other ，　the　effect　of　the　overall 　buckllng　behav・

ior　of 　idealized　stiffened　plate　element 　should 　be　induded

in　using 　ISUM 　on 　logitudinal　strength ，　e．　g．　in　the　cases

of 　the　deck　and 　bottom 　panel 　as 　shown 　ln　Flg、14，0f 　the

case 　S−ID　and 　H −ID，
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